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↓章＼判定→ D C B A S

2体問題／質点系
該当章 10，11

重⼼，相対変位の概念を理解し，2体問
題を表す運動⽅程式の導出過程を説明
できる．それらを利⽤して，⾼校物理
程度の2体問題に対して，数理的に正し
い解答を与えることができる．

左記Cからケプラーの3法則がニュート
ン⼒学と万有引⼒の法則から説明でき
る．また課題として与える関連問題に
本章の内容に基づく解説を付加して，
正解できる．

左記Cから2体問題としての衝突問題を
理解し，弾性衝突および完全⾮弾性衝
突を実験室系と重⼼系の⽴場から説明
できる．さらに⼤学⼊学試験程度の衝
突問題を講義内容に沿って⼗分な説明
を加えて正解できる．

質点系／剛体

該当章11，12

粗視化に基づく極限操作を質点系に施
して連続体を定義する過程を理解して
いる．それに基づいて質点系に対応す
る連続体の各種の関係式を導くことが
でき，それらを利⽤して連続体の重⼼
などの計算ができる．

左記Cの連続体の１つである剛体の定義
を理解している．平⾯運動する剛体の
運動⽅程式を理解し，⽐較的簡単な形
状〔章末問題にある程度〕を持つ剛体の慣
性モーメントを課題および設問におい
て正しく求めることができる．

左記Bを利⽤して実体振り⼦，円状剛体
の斜⾯・⽔平⾯上での運動などに関す
る課題あるいは設問に正解できる．
空間運動する剛体に対して⾮慣性座標
系が導⼊にされる過程が理解でき，慣
性テンソルを正しく計算できる．

解析力学

該当章 13

仮想変位，仮想仕事の概念を理解し
て，課題あるいは設問で与える静的平
衡問題を仮想仕事の原理から求めるこ
とができる．外⼒が保存⼒の場合に安
定な平衡，不安定な平衡を判別する条
件を理解し，それに関する課題あるい
は設問に対して正解できる．

左記Cを前提に，動的な平衡状態として
のニュートンの運動⽅程式をダラン
ベールの原理として理解している．課
題あるいは設問において1質点系のラグ
ランジアンを正しく設定でき，ラグラ
ンジュの運動⽅程式を正しく求められ
る．

左記Bを前提に，⼒学の変分原理〔ハミ
ルトンの原理〕に従って質点系に対するラ
グランジアンを導出する過程を理解し
ている．運動の⾃由度，⼀般化座標，
⼀般化⼒という概念を理解して，課題
あるいは設問においてラグランジアン
を利⽤して質点系の運動⽅程式を正し
く導出できる．

左記３項⽬が
全てAであ
り，さらに応
⽤的かつ総合
的な課題に対
して，⼒学II
以前の知識も
利⽤して合理
的な解答を作
成できる．

⼒学IIに先⾏する
数学と物理の知識
習得が不⼗分であ
るために，右の
C，B，Aに記され
た項⽬を1つも達
成できていないと
判断される場合


